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tfi7　　　 F−SpO　 2 モ ニ タリン グと

amnioinfusion
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168　　　 妊婦末梢血中の 胎児 由来細胞検出 法

の基盤技術（第 4報〉
一
そ の効率的検出法の 開発に つ い て
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匪ヨ的】分娩時に は高度変動
一

過性徐脈 。遷延
一

過性徐脈 の 出現頻度は高いが，急速遂娩に踏み切

る客観的基準はな い 。そ こ で 胎児動脈嘸酸素飽和

度度（F−SpO　 2）の測定意義とamnioinfusion の 効

果につ い て の 検討を目的 とした 。

［方法11983〜1996年の 分娩時胎児 ジス トレ ス 例

（総分娩 22115例）を後方視的に検討 した 。 また

イ ン フ ォ
ーム ド 。コ ン セ ン トの 得 られた li5例を

対象に Fetal　oxygen 　s航 Ilration 皿ofiito「ing

system （Ne］lcor　 Ipe、）を用い て F− SpO　 2 の 測意

義を検討
．
した。

［成續1 胎児ジス トレ ス 適応 に よる帝切率 は1．8

％で全帝切 （帝切率14．5％）に占める割合は 12．2％

で あ っ た 。 36％が 分娩時の 診断例で 経膣分娩例の

0．7％に相当し，35％が臍帯 。胎盤異常，7％が羊水過

少が原因と思われた 。 amnioinfusion を積極的に

行 っ た 時期 （経膣分娩4140例） はそ れ以前の 時期

（4355例）に比較 して胎児ジ ス トレ ス によ る帝切

率は有意に 減少 した （9．39％ VSO．83％，　 p〈O．0夏）。

高度変動一過性徐脈，遷延
一

過性徐脈出現時の

F−SpO　 2 の 変化は
一定で はなか っ た ． 子宮収縮闇

欠時の F−SpO　 2 が 30％以上で あれば急速遂娩の 必

要はなく，羊膜腔が減少 し，F−SpO　 2が 30％以下で

amnioirrfusiOR の 効果が得られない場合には急速

遂娩を考慮すべ きと思われた 。

［考察］分娩時には臍帯圧迫に起國する胎児ジ ス

トレ ス は稀で はな い
。

F−SpO　 2 モ ニ タリン グによ

りscalp 　blood　sampling の代替え として の 胎児評

価が可能とな り，急速遂娩を考慮する際の指標と

な る 。

【目的董我 々 は これ まで，比重遠心法および磁気

細胞分離細胞シ ス テ ム（MACS ）を組み合わせて ，妊

娠初期の 妊婦末梢 曲．か ら極め て 高率に胎児由来細

胞を検出する ことに成功 した。しか し採取された

胎児由来細胞に対して さらに FISH （fiuorescence

in　situ 　hybridization）を用 い た詳細な検討を行う

場合，依然多数存在する母体由来細胞集団か ら極

少数 の 胎児由来細胞を肉眼的に検出する必要が あ

り，多大な労力が必要で あ る．今回我々 は レーザ

ース キャ ニ ン グサイ トメ
ーター（1／SC ）を用 い た効

率的で確実な胎児 出来細胞検出法の 開発を試み た ．

まず本法の有効性を確認するため，妊娠初期妊婦

末梢血中の給児由来細胞確認およびその定量的測

定を試みた。　［方法】当科を受診した妊娠初期妊

婦の うち充分なイ ン フ ォ
ー

ム ドコ ン セ ン トによ り

同意を得 られたボランテ ィ アか ら末梢血 を 10m［

採取 し，直ちに比重遠 心法 を用 いて 有核細胞 を分

取した 。 次にMACS を用い，胎児有核赤血球採取

の ためCD45 モ ノクロ ーナル抗体（CD45 ＞陰性かつ

Glycophorin　A モ ノク ローナル抗体（GA ）陽性細胞

を選別採取した。採取 した細胞はHSH の 手法を

用 い て Y −chrOmosome を蛍光染色、し ．
そ の 後LSC

を川い てそれ ら細胞の検出と数 の 算定 を行 っ た e

〔成績】 1）出生後実際男児 で あ っ た全症例の 母体

末梢血か ら聡 C を用い て Y −chromosome 陽性細胞

を検出する こ とができた。 2）比電遠心法お よび

MACS による精製法 で胎児由来細胞は 100倍程度

に濃縮され て いた。3）妊娠初期妊婦末梢血 中に存

在する胎児由来細胞の頻度は濃縮過程後，1300

個中1個か ら 4 個の割合である こ とが明 らかとな

っ た。　 〔結論】検出法にLSC 応用 する こ とで 効率

的か っ 定量的な 胎児 由来細胞解析が可能とな っ た ，
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